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淡路島志筑ノーライトの産状とそれに基づく考察
吉　　　　澤 甫
　領家糟のノーライト＊群は一般に露出著しく不良で，
縄石と赤縄色士ばかりから成立って；地質状態を明に
するのにむつかしい場合が多い。然し志筑（同町明確
部藩南端）の産地ユ）では南北に延びる海岸線に沿う道
路乃至汀線際に約400mに且って此岩類の運綾的露
出がある。ここでは本岩類は幣状翻列をなすが露頭は
此配列を蹟麟する方向に績ぎ，此種岩盤の野外観察地
としては最良の場所であろ㌦今夏こ土を訪れ・啓襲
されるところが大であったので英概要を言己載する。
　箇本研究の一部費用は文部省科學硯究費によったも
ので學術密議其他聞傑各位，本研究に御指導を賜わっ
た春本教授に深謝する。
　　　　　　　　1露頭観察
　（1）里）北端に粗粒黒雲母花嵩岩（幅40m）及石英
斑岩豚（花縄岩をも貫く）の貴人をうけた細粒角閃石
ピエルパカイト料がある。之は東西の明な片状構造を
もち，花蝿岩の貫入方向と准平行でありて，一種の角
閃岩と見傲し得べきものである。その接鰯部幅約1m
の間は中粒黒雲母石英斑糠岩になり，花開岩鎧中にも
叉約20cmの間ピエルバカイトの捕虜岩塊が小斑版
をなして分散する。花樹岩の南端に於ても亦同様の現
象が幅敷C皿の間認められる。之は明にピエルバカイ
トの花樹岩化の一相である。
＊ノーライトとは斜方輝石に寓な帥ち箪斜輝石に乏し
　いか叉は金く之を含ま削・斑欄岩をき丸
1）本岩は古く小川先生によって調査報告〔小川琢
　治：淡路島始原界の概擬輝紫岩井に褐簾花開砦略
　読：地質雑N⑪、3，P－264．1896（明29年）〕さ才し
　た。此中では花商砦篶砦廠の様に記載されてある。
柵ビェルパカイトとは斑繍岩的威分をもった煙斑岩類
　様のもので一鍛には箪斜輝石，石文に富む斜長石か
　ら成るも場であるが，こ』では単斜輝石の代りに禍
　色角閃石ピエルバカイトがあ弘化學組成は斑繍砦
　に酷似する。角閃石には褐色一無色一淡殻色種への
　塑化が認めらオしることがある。一般に斑精粉岩申に
　脈状，レ：／ズ炊，ゼノリス状をなして現わ才しる。成
　因的には既存盤基性細粒火成岩，水成岩筈の斑欄砦
　漿に捕獲塑質したものと考えられている。
2）此番號は調査附固のそれに勢騰するも’）である。
　（2）之から南は中粒
の角閃斑繍岩とビ’エル
バカイトとの籔m鰯の
複雑な互暦的共存賦態
に移る。此互層面も亦
東西に延長する。ピエ
ルバカイトには長いレ
ンズ状のものが多い。
雨岩の境は一般に直線
的であるが縄曲するこ
とも多い（検鏡すると
ピエルバカイトでは中
粒斑繍岩の境に雫走し
長柱状淡織色角閃石の
間を斜長石粒が充填す
る流状構造が見られる
部分がある。中粒岩に
於ても無色一淡織色種
イビが著・しい）o
　止ヒ先ミ重量カ；系勺201＝n竈葦し、
て1mの間幅藪乃至十
藪。mの爾岩の激しい
縞状千行配列がある。
ピエルバカイトの負閃
石は斑繍岩との接鰯面
に於て絹糧糧となり，
且長軸を接鰯面に平走
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　　　商の説明
1黒実母片砦。2ノーライト㈱
粒角閃斑繍岩相を台む〕。3糧紘
中粒角閃斑爾砦。4中粒角閃鍵
砦，ビェルバカイト。5花園砦。
6石英麗砦。7ミロナイト。
｛1〕，｛2〕箸は本文「露頭観察」の
同符蹴こ相當する。
させると共に岩石は穐慶白質となる。而して中粒岩部
分は幅籔Cmの間之亦更に粗粒且稽慶白質となり・爾
岩の境は全く不明瞭となり優白質部が境に生成するこ
ととな乱文こ土に完全に優白質の斜長石岩の小レン
ズ（幅藪。m）が鐵綾生成している（A血，。程痩）。斑癌
岩相とピエルバカイトとの細縞状配列は恰も領家襯の
縞状片師岩を見る感を興えられ，その成因に暗示をう
けるところが多い。
　それから更にピエルバカイトと中粒岩との稽大幅の
雫行的共存状態が馳m続く。その中に幅1m足ら
ずの細粒ミロナイト（斜長石，角閃石，石英の破片を
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も含む）が認められる。その片理も亦上の千行配列と
准平行酌であるが，境界は明確直線的で恰屯岩舷の様
に見える。
　（3）中粒岩に接して角閃雲母花樹岩（幅2m）が避
入する。其方向も亦東西である。叉花嵩岩ペグマタイ
トの不規則な脇も見られる。花嵐岩に接する斑欄岩に
は黒雲母，石英等の晶出生成するのが肉眼的にも顯著
に認められる。英南端では石英斑繍岩は稽粗粒，優白
質の角閃斑糧岩に一見直線的に接するが熱費すると移
過するのが割る。これから約20m粗粒角閃斑岩と中
粒角閃斑繍岩との不規則な交錯鎧がある・爾岩の境に
ピエルバカイトが相国曲して胚胎するところがあり，
一部は中粒岩に申麟されているのが如賢に見られる。
叉粗粒岩が中粒岩に網状に貫入搦散するところもあ
る。．叉こムに北10。東・傾斜7ぴ西の本地監基性岩と
して平行配列を明に切断㌃る織色角閃石鰻斑岩があ
る。之はノーライトと無調係な花樹岩漿起原のものと
考えられ飢之は明に花樹岩ベグマイトを切払
　（4）之から南は約100皿主として粗粒褐色角閃石
撤腰石ノーライトからなる。一般に撤腰石〔2V＝（一）
86～88㌦紫蘇輝石（En醐，F昌舶）に乏しく，ポイキリ
チック褐色角閃石（ng（m）≒1・680・CAZ冒1坑2V呈
（一）8？～8”，斜長石（An艘。繍こ累葡を示し外殻部
An・晶）に當み，赤褐色黒雲母（Ng二1・637，之は節理
面に避入する），褐色角閃石の外殻をなす無菌一淡織
色角閃石〔前着Ng’（・・。）≒1・670，2V＝（十）80。，後者
ng’（H・）≒1・653，2V昌（一）820〕其他からなる。叉スピ
ネルミルメカイト3）も見える。一角閃石の北進化は全域
の諸岩相に且ってみられるものである。然し斜長石の
同様な累禰は粗粒岩，中粒岩には認められるが，ピエ
ルパカイトに就いては鰯斑晶部分にはAn”一An冊の
累樒があるが，石基は　An冊一“程度の無累糟のもの
が多い。花嵩号化著しい斑繍岩の斜長石の累襯の外殻
はA～＿’0であるO
　ノーライトは粗粒襯色角閃石斑繍岩と交錯している
が境のある場合も移化する場合もあり一定せず，粗粒
斑繍岩とは近親閲係にある。
　この鞘には不規則な形版をした幅藪Cmの茨曹長石
岩戯が藪條避入する。叉此襯の北端から70mのとこ
ろに織色角閃石爆斑岩戯が藪條並列する。4）方向は北
50。西で，傾斜は垂直である。此腺は（3）の同種岩
3）音澤甫：西南月本領家帯に幣股配列するノーラ
　イド群・地球科學N⑪．1，pp．11－16．1949．
4）蘭には之をピエルパカイトと同一としていた。
第　2　鑓
と地質岩石上同一である。之に近く1傑と更に南にノ
ーライト岩相を約20m纏て』1候と計2條のミ目ナ
イトが岩腕状に直線的に存在する。前者は傾斜献ぴ，
幅15m，後考は傾斜北7ぴ，幅7mである。走向は北
50。西でこれから南では諸岩相の平行配列はこの方向
を保持し，北部の東西方向とは穐異っている。之等ミ
ロナイトは燭斑状で，斜長石の鰯斑晶とこれをうずめ
る石英・斜長石・角閃石の粒状破辞片とからなる。．丘）
文節理の襲達は顕著である。
　（5）　（4）の南端のミロナイトから約40mの間は（2）
に類似した中粒角閃斑繍岩とピエルパカイトとの共存
部が現われる。ピエルバカイトの傾斜は北20～30。で
著しく緩である。真南端に近く叉幅工Oomの細粒ミロ
ナイト（角閃石，石英，長石の微細粒破片）がある。
この帯の南端部は斑状黒雲霞花樹岩に接し，優白質織
色角閃石雲母ペグマタイト腺も避入す乱附近少許の
間石英斑繍岩相のあらわれることは北部の場合と同
様。更に北道路から西に谷を入ると黒雲母片岩に花嵩
岩が送入し，更に石英斑岩が之等を貫く露頭があって
露基暁岩は全く姿を糟㌃。
　　　　　　l1露頭からの書家
　．トの観察から亥のことが要約される。
　（1）此騒基性岩盤は略東西蜂の送人欝（被避大岩は
領家愛成岩であらう）をなし，諸岩相の配列は避久方
向に甥し亜錫縄的である。即ち角閃石ピエルパカイト・
中粒角閃石斑繍岩は互暦厭をなして南北面澱に主とし
て駿達し，糧粒斑糧岩特にノーライトはその中央部に
核をなして粗粒魚閃石斑糖岩と交錯分化する。
　（2）・諸岩相はすべて千行的配列をなし・特にピエル
バカイトには片理が明瞭で角閃岩と見るべきところも
ある。ビェルバカイトと他岩相との接面に平行な繭列
を示す淡織色陽起石質角閃石の襲達することもある。
　（3）之等諸岩相の生成順序を綴合するとピエルバ
カイトが最初期に生成せられ・茨にノーライトの避入
があり，英現地分化膿乃至後期避人分化畳豊としての中
粒乃至粗粒の褐色角閃石斑禰岩が更に生成したと考え
られる。中粒乃至粗粒斑繍岩とピエルバカイトとの間
には一種の縞状騒基椎ミグマタイトが生成する。　（中
粒斑繍岩には明にピエルバカイト起原のトコロニェム
岩ミグマタイトに勤比すべきもσ）もある）。
　（4〕上の壌基性ミグマタイトの部分に粒版斜長石
5）他に斑繍砦物質あ口。
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岩即曹次長石岩が生成している。之は角閃斑癩岩漿と
ピエルバカイト源岩とのエマネーション及岩液による
物質の添加交換及着液の運動箏によって生成した簗成
分化岩とみるべきであらう。
　（5）　轍欄石，斜プ邦置石はノーライト岩相のみに限
られている。誰斜輝石は未だ認められない。之はたと
え晶出したとしても後に起った褐色角閃石化のため消
失したのであろうぺ）褐色負閃石は角閃石班繍岩相に
於て最も翻肇著しい。斜長石では約An50以．トの営
石灰分の累粥構造の内核が斑糧岩漿から直接乃至それ
に鍵戎をうけ晶出したものである。
　以上の諸鑛物が騨基性岩起際のものでおつて・時に
褐色角閃石の周趨が青織化する作用及灰曹長石紬腺箏
は其末期の冨曹護作用によるものであろう。
　ピエルパカイトは角閃石瑳糧岩と造岩鑑物化學組成
箏類似する。
　（6）　．Lの諸事費からビェルパカイトは既存又は本
騒基性岩漿最初期生成の火成岩叉は既存露基隆凝茨岩
の如きものの墜質と推’定せられ，角閃斑繍岩と共に
脳K0Lべの所謂．Amphibolit邊一F刮。ie日に魔す孔大
和高原等の研究からすると夫々箪鰯こビエリ・バカイト
は比較的小規模の暦状乃至倣状腺を，ノーライトは編
6）大和高原筆の同種岩には箪斜輝石も晶出してい
　　るが褐色角閃石によって激しく交代をうけている。
大規膜の塊状鰐をだし，．叉騒前者が後者に包有される
こともある。
　（7）ビェルバカイトをも含めて藍基惟岩は更に花
樹岩漿の避入による正一マネーシヨソと熱作用とをう
け，花樹岩化作用によりAn50－40の累構，無色一
淡織色角閃石，黒雲母，スピネルミルメカイト，陽起
石腺乃至ポケット，織泥石等が生成した。之箏の作用
は肉眼的には顕著で無くても懸徴鋭下の観察では全域
に彊弱の程度差こそあれ普遍的に認められるぺ）
　（8〕　ミロナイトは造岩鑛物及破醇状況のみでは生
成時期を明確にするのに困難な馳もあるが，その中に
含まれる花樹岩起原物質も亦破陣されていることは明
瞭である。
要するに本震基盤は領家構に花樹岩送入以前に鯨列。）
をなして樹入したノーライト群の一つで，ピエルバカ
イトは既存乃至英最初期生成の岩駄文は既存凝茨岩と
推定さ札之等は後に花樹岩による高熱交代作用をう
けたのである。随ってピエルバカイトは騒基性酸性爾
岩漿による複墜成騒と推定される一1949年n月）
7）
8）
　以上事費から拙著（前掲）の晶出進化過程とし
ての第皿一皿期をすべて花嵩号化と考えたが第正
期は鞭基性砦漿の変質（角閃岩相），　第皿期を花
筒砦化と分類したい。
大和高原では中央構造線に准平行に敷線をなし
て此種砦誰の配列するのが見られる。
A鮒ri61w制服の意義
　SclltelH砒eに属する海騰の中で，A日trio1yp飢1目は
目茶近海にのみ現棲し，且つ化石としても可成螂多産
している黙に於て，注目すべき種類である。A畠tric1y－
pθu昌はいうまでもなく各歩行薔の先に楕固形の孔隙
（Lunu1e）をもった一一見して誰にも分る形態を有して
いるが，こ才Lに似たものに　耽hinωi昌CuSがある。
｝：chinodi目。llsは孔隙のかわりに第1歩行帯と第5歩
行帯の先端部にt鮒に切才し込み（舳t）がある。こ
の両者の現接種及ぴ化石種の産出分布を眺めて見ると
色々の暗示を得る事ができる。印ちEohinωi目。u日
は現棲も化石も日本には見覚らず，大濃琉球以南の熱
帯の海に現棲し，同地域中新股の地歴から愛児’き才して
いる。これに反してA昌即icly脾ilsは日本近海に限切
現棲し・熱帯の海には護見きれて拘らず・化石種は日
本の北から前迄普く中隷世の地厨中よ初産し，蔓湾で
は，中新世及ぴ鮮新世よリ鐘見さ才している。この事費
は，中新世＝に於て或種麗から爾考が分岐してEchin二卜
di昌。usは印度洋里中心とした熱帯地方に1叉A昌伽ト
。1ypeu目　は幾らか水温の低い日本近掬1に｛菱達したも
のと見る事ができる。蔓北附近の中新統よリ鐙見きれ
たA目t［io1ypeu畠の1個誰は，1unuleI・Vが著しく
大きく　II，III，IVは小であ切，且つ輪がくも率ろ
工一〇hi皿。di目㎝目に類似した特徴を有レているが・こ牝
は爾蟻が極めて近い種類である事を裏付けしている。
　目下の所1日本に於てA日triclypellsの出るのは1
中新帖のほ史或時代の地歴に限ら才している様であるが
（例えば富山石川の八尾亜麿群F副）此才しは必ずしも
同時代以後或は以前に全く生存してい次かったわげ」で
はたく，此の種魔のheIn帥aを表すものと解緯す
る。從って海脂の中では最も標準化石としての意義を
もっているわけである。従來の分類では化石種は
A畠trio1ype・s　intege・，現接種はA日t・ic1ypeu昌
manniと楚義しているようであるが1これは當を得
たものではたい、，岐阜月音産或は北陸産のものは寧ろ
従來のA昌triC】ypeu目m乱nniに近い。　（森下品）
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